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1 田中内閣の或立

1972年7丹6B，第69司臨時国会が荏集され，佐藤内鴎の総辞識を受けて田中角栄が第64代内

閣総理大臣に指名されたc 翌7B，総裁選で福田起夫に対して共同戦裁をはった田中，大平，三

木，中曽根の4涼を主流派とする i4派実力者内閣」が発足したc 新内関は，大平正芳外務，三

木式夫国務，中曾根康弘通産・科学技術，蔀祐一法務，植木庚子部大義，稲葉惨文部，塩見袋二

厚生，足立篤部農林，佐々木秀世運輸，三泡信郵政， a村元労動，木村武雄建設，福田一自治，

二階堂進言房長官とし、う顔ぶれであった。

「決断と実行」をモットーに掲げる田中言相は，組関当吾夕方の初関議後直ちに所信談話を発

表し，国政に寂り組む基本姿勢を明ちかにした256)c即ち 内政で法持論の iB本列島改造論j

に基づいて施策を行う方針が鮮明にされた。外交では， i中華人民共和国との国交正営化を急ぎ，

156) 1日中正常化急ぐ 畠中首棺が所書談話Jr朝日新開.11972年 7月8日。
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激動する世界情勢の中にあって，平和外交を強力に推進していくJと日中国交正常化157)への強

い意欲を表明した。一方，来るべき日中国交正常化に関する具体的な交渉について， 83中言梧誌，

f大王子外相は専門家であり 外交は外相の判断に任せるJ158)と言明した。

大平正芳ほ， 1964年7月に池田内閣の外務大臣を辞任して以来8年ぶりで，再び霞ヶ関のある

じに復帰した。浩田内関で大平が心を砕いた戦後処理の最大難問で為る中国問題は既に変容を遂

げ，その解決の内外環境が整いつつある。 7月7日 再び百本外交の舵を取った大平外相は初の

記者会見の馬上， 1日中国交正常化試，ひと汗かいて努力し会ければえにらない課題であるjとし

て， 1首相また外相の訪中が，ある設階で必要と思うjと自中国交正常化に大きな勇断がふるわ

れることを明らかにした。次に，日中国交正常化交渉の核心問題である台湾問題について， 1吉

中国交正常化の交渉を進めて行き，それが完結する状態になった時は 『日華平和条約jが存在

するということは考えられない」と早くも iB華平和条約jを廃棄する意向を示し，日本政府が

11つの中国jの原則を受け入れる用意があることを初めて明示した。また 新政権が対中政策

において，佐藤政権のそれとどう違うかとの質問に対し 大平外相は「日中国交正営化のために

決意を持って当るc福田前大臣の対中姿勢との違いはこれからよく見てほししづ。「これまでの外

交は，米国の出方を克て，それに同調していれば間違いはなかったが，これからは険しくても，

自分の分別でやらねばならないJ159)とボルテージを上げながら，大平自主外交をアピールしたc

日中国交正常化に対する致府首脳の積極的な姿勢は，田中内閣誕生と共に急速に高まってきた

E中富交正常化の機運に一書拍車をかけた。野党と世論は機敏な瓦応を示し，一斉に呼定、したG

7月初日には，社会党の成田知己委員長が IB中問題で，田中内閣が護交三京射を認めるなら支

援する」と述べ， 12Bには，民社党も「議題を明らかにして取り組めば，協力するjと声明，公

明党も「田中首相が自中打需への決断さえ持てば，協力は情しまえ丈いJとの見解を示した。また，

新内関成立宣後の世論調査で，新内関にまず取り組んでもらいたし、外交課題について， 36%の日

本国民が「日中国交回復jを上げ，それは，次に多く上げられた fアメリカとの経済関係の調

整」の14%を大きく上回っている160)。

157) I中自国交正常化Jは「中巨酉交回復」とも言われる。この 2つの用語の違い法，以下の通りである。
f菌交正営化jとは，中国大陸に対する支記権を失った中華民匿を中国を代表する国家として国交を結

び，中国大陸を実効支配する中華人民共和司との毘に昌交がないとし、う不正常な状況を正常化するとい

う意味を持っている。却ち，より実態に即した外交関係を構築し直すとし寸意味で「国交正常化jと言

う。かかる言い方は中国及び司本において広く受吟入れられている。「中日国交司復jとは， 1972年以

前に中華人民共和菌と日本との聞に外交関採がまかったこと，そして， 1972年に両国の外交関係が回復

されたことを意味している。 f国交自復jという表現は不正確であるとする見解もあるが，濯や中華民

国と E本の毘に国交が存在した時期もあり，中華人民共和罰はこれらの国家の経承国家であるため，

舘々の政体でiまなく中国としづ枠組みで捉えるなら「冨交屈復j とも言える。本文ではこの 2つの用語

を併用する。

158) 官公庁資料調纂会編『歴代総理大臣史録戦後編j2000年6月 328-329頁。

159) I大在記者会見要旨J(1972年7月7司)外務省 f大平大豆会見.11972年 自録番号 100100000 大
平正芳記念館載。

160) 内問総理大臣官房広報室編 f昭和48年版世論調査年鑑j大蔵省印説局 1975年 416頁。
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超党派による日中国交正営化ムードがますます高まる中，外交を可る大平外相法日中国交囲復

への信念を更に匡めたが，しかし，日本にとっての中国問題は，後に「中百共同声明Jがその第

3項で「ポツダム宣言」に言及したことに象徴されるように日本の[戦後処理jを根底から間

い亘す意味をもっていた。中居開題拭即ち会湾問題であり，その廷長隷上に日米安保体制が位置

している c 日中国交正常化への道をひた走る前に政策決定の現場でまず超えなければまらない

高いハードルカ丸、くつもある。それ誌 第1に，これまで日中関係者や親中涼議員から伝えられ

ている中国備の非公式な感触がどこまで「本音jなのかもう一つ詰め切れないこと，第2に，総

裁選の結呆「国交正営化jとL寸大勢は明らかになったものの，党内に多くの慎重論者が存在す

る中でコンセンサスをどのように固めていくかということ，第3に，ニクソン訪中があったにせ

よ，いまだ中国との間に国交が成立していない米国が，日中匡交正常化に対してどのような反応

を示すか明らかでないことであった161)。そして，何よりも E中国交正常化交渉の主役を演じる

べきである外務省が，意患続ーには程遠く，大論争の只中にるったことであったc

中江要介162)拭， 1田中内需の発足によって，致界の空気は一変した。 何よちも， B中国交正常

化問題が新政権の最護先の課題として急速に浮上してきた。しかし，日中国交正常化のプロモー

ター・大平外相を支える外務事務当買はまだ佐藤内閣の中国政策から逸脱することができておら

ず，外務省全体を統括するはずの法眼晋作・外務次官試日中匡交正常化それ自体に消謹的であっ

た。外務省の上層部辻 T2つの中国i方式を頑冨に堅持し，台湾の国民政晴と外交関採は切るべ

きではないと強く主張していたJ163)と振り返るむ 12つの中国jを支持する外務省上署部が司中

国交正常化交渉のイニシアチプをとることが不可能と判断した大平外相は，中江要介・アジア局

参事官，議本恕、・中国課課長を中心とした外務省の中堅からなる小グループを対中国交正常住の

準舗に当たらせ，進行状況を大臣に亘譲報告すると同時に，最大の相談役に大蔵官僚時代からの

知己で，中国測に最も信頼されている吉井喜実を選ぶとし、う異測の手を用いた164h

161) 大平正芳田想録刊行会 f大平正芳田語、録伝記編j1982年6月 323頁。
162) 中江要介 (1922-)百本の外交官，大薮生まれ。 1947年京都大学法学部卒，開年外務省入省。 71年ア

ジア局参事官， 74年同罵次長， 75年アジア罵長。 78年駐ユーゴ大積， 82年駐エジプト大使， 84年8月か

ら87年10月まで駐中華人民共和国大慎， 87年退官， 91年三菱重工業株式会社顧問， 92年日中友喜子協会副

会長，同年日中関祭学会会長， 2005年間会名誉会長。創詐バレエ台本に fいのちJI動と静JI浩々蕩々
ー衣菅水JI鵠橋Jがある。著書に f中国の行方一一残された社会主義大畠.1 ~らしくない大使のお話i

等が:hる。

163) 中江要介・当時のアジア局参事官，元駐中華人民共和冨大寵へのインタピュー記録。 2005年9月28， 

渋谷にて。

164) 森田一(大手正芳の娘婿)・元大平私書宮へのインタピュー記録。 2004年7月30日，衆議院第一議員

会詰213室にて。

森昌一 (1934-)日本の政治家，元自由民主党衆議院議員，香川県生まれ。 1957年東京大学法学部卒，

同年大蔵省に入雀。 61年大平芳子〈大平正芳の長女〉と結婚。 63年から77年まで大平外椙，大平通産相，

大平蔵相の各秘書宮を務める。 78年12月大平内閣発足と河時iこ吉相言庸務書宮に就任。 80年大蔵省を退

官と同時に衆議院議員に初当選，以後連続8屈当選。自治政務次官，運輸政務次官，自由畏主党総務会

副会長，運輸大臣兼北議道開発庁長官，自民党財務委員長，自民党人事委員会委員長等を壁任， 2005年

政界から引退。著書に『丈人宰相大平正芳jr最畿の旅 遣された唯一の大平宰程日記jrこの国の未来
のためにi等がある。
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7丹8日，初登庁した大平外相は，亘ちにそれまで一貫して対中関保改善を唱え，台湾ロゼー

の多い省内では異端児に扱われていた播本恕165)・中国課課長を呼び 「今後予想されうる手順や

手続きを踏まえ，早急に日中正常化交渉にかかる準備作業に取り掛かつてほしいQ ただし，この

件は次官の耳にも入れるな。極秘でやるんだJ66)と命じた。それと同時;こ 大平は中江要介に対

し， I台湾と手を切る前提として その善後策を講じて;ましいJ67)と指示したc

組閣産後，大平外相は， I日中国交正常化によって第三国，つまりアジア諸匡が酷い自に遭う

ようなこと誌避けるべきではないか」という記者の間に対し 「台湾を第三国としては r2つの
中国iを作ることになるから，それでは日中国交正常化はできない(きっぱりと)JoI外交法当

然，対等であるべきだ。ただ問題は，戦争で〈司本が)加害者の立場にあるということだ。これ

を踏まえてかからないといけない。これを意識することを土下座というのは誤りだJ168)と外務事

務当売を牽制した。

7丹17自，大平外相は記者会見で，牛場信彦・註米大使の14日のワシントンでの「中国が自中

屋交正常化の前提として出している f日中復交3原員時は外交的には受入れられないJl鉛)との発

言に対し， r牛場君のワシントンの記者会見が波紋を呼んでいるが，牛場弐に帰国を命じてある
ので，帰ってから色々その辺の靖報を開いて見な行ればならない。紙面から受けた印象は，新内

需の方針，東京の空気等に十分彊熟していなし、かと思われる。……遺'憶と思い，法眼次官を通じ

注意しておいた。大変お騒がせしたJ170)とクギを科し 牛場発言法田中内関の外交方針に反する

ものであったことを明らかにした。 20日に関かれた大平・牛場会談の霜上，大平外相は宇場から

の「圏内では誤解として受取られたようで，迷惑をかけて申訳ないjとの陳謝に対し，吉中国交

正常化は全省一致でやらなければならないと強調した171)。

大平外相が初登庁後，日中国交正常化交渉に関する準備作業を謹秘のうちにスタートさせると

同時に，交渉におけるE本錯の最大の懸案について検討し始めた。森田ーによると， I組閣宣後，

大平は毎晩のように『栄震iで吉井喜実さんと打ち合わせした。昼障は構本恕中国課長が馬長も

部下も連れないで大臣室に入り込み その知識で大平は吉井さんと色々やりとりをした。これら

の会談で検討された罰題点、は，第 1に，日米安保条約の存続を前提として中国が果たして国交正

常化に応ずるかどうか，第2に，国交正常化後も会湾との間で経済的，文化的関係を維持してい

くことができるかどうか，第 3~こ， r日華手和条約Jがその締結時にさかのぼって無効とされる
165) 橋本恕 (1926-)日本の外交官，語、島県生まれ。 1953年東京大学法学部卒，間年外務省に入省， 68年

アジア居中国課長， 73年在中華人民共事自国大使館参事官， 81年情報文化局長， 83年アジア馬長， 84年駐

シンガポール大使， 87年j駐エジプト大窪， 89年 1月から92年12}iまで駐中華人民共和国大積， 93年退官，

93年から神戸製鋸所特別顧問。

166) 橋本恕・当時の中富課長，元註中華人民共和昌大寵への電話インタビュー記録o 2006年9丹12B0 

167) 中江要介・当時のアジア局参事宮，元駐中華人民共和国大積へのインタピュー記録。 2005年 9月2

自，渋谷にて0

168) I大平外相 日本の道，見極めるJrサンケイ新開j1972年 7月10B0 
169) I受諾できぬ三麗期Jr襲日新開j1972年 7月15日夕干し
170) I大里記者会見要旨J(1972年 7月17B)前掲 外務省『大平大臣会見j1972年。
171) I巨中発言牛場大賓が外相に陳謝Jr朝E新開j1972年 7月21目。
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のではなし将来に向かつてのみ効力を失うとする措置を中国測が認めるかどうか，第4に，膨

大な額にのぼると思われる対E賠償要求を中国間が放棄してくれるかどうか一ーなどの諾点で

あった。物事を判断するiこ当たっては，相手の立場に立って考えなければ，判断を誤ることとな

る。その場合，これらはいずれも疑問ばかりであったc 一方，田中首相は r8中国交正常化を急
ぐ』と表明したとは言え，万一失敗したら，田中政権の存立に響きかねないので， r 2ヶ月の内
需かiと言って最初涼気乗り薄であった。それにもかかわらず，大平外相は， 8 i意の隣人が次第

に世界の諸冨からその名誉ある存在を認められていく中で，これらの難問を解決して国交正常化

を図る時期が就に到来していると考え 誠意を持って当たれば必ず解決の糸口を見出すことがで

きると確信していたjl72)のである。真鍋賢二173)は「田中内需成立後，大平は直ちに由中首相に

日中富交正常化交渉を進める作業に即刻着手しようと申し入れたが，しかし，ゴーサインがなか

なか出なかった。大平の熱心な説得により 108開くらい後 田中首桔は首肯したy同と回想する。

大平外相による巨中国交正常fとへの取り組み方は，吉井喜実によれば，国交正営化をやるとい

う根本方針を先に決定し，それから中居間の原則への対応を含む具体的内容，方式，手穎を煮詰

めて，実行に移すというやち方で為った175)0 7月188，大平外梧は記者会見で， r中国の対日復
交三原知というのは十分理解できる。そういう理解に立って具体化してゆくのが我々の仕事だG

政晴はE中国交正常化を決意した。従って，中国との致府間接触を持ち，実のある成果が得られ

る状況を持ち出すのが我々の任務だJor根本は(日中間の)信頼だから，それを培っていくこと
が大事であるJ176)と「日中国交呂復3原則jを理解する意を拐めて公式に表明した。

同日，日本政j奇は野党の「質問主意書」に対する「答弁書」の形で，ヨ中国交正常化に臨む基

本姿勢として次のような方針を明らかにした177)。

戦前・戦中の一時期，わが国が中国人民に多大の迷惑をかけたことについては，謙虚にこ

れを反省すべきだと考える。

一 中華人民共和国が提示した，いわゆる国交正常化に関する三原則については，基本的認識

としては政府としてこれを十分理解できる。

172) 森田一(大平正芳の娘靖)・元大平秘書官へのインタピュー記録。 2004年7月308，衆議院第一議員

会館213室にて。

173) 真鍋賢二 (1935-)日本の政治家，岳由民主党参議院議員，香}Ij県生まれo 1958年岐阜大学農学部卒。

58年から77年まで，大平正芳代議士の程、書官を務め， 19年間大平代議士の政治活動を支える。 77年参議

院議員に初当選。以後連続4臣当選。岳民党参議院副幹事長，通商産業政務次官，自民党参議院国会対

策委員長，岳民党総務会副会長 (2回入自民党政務調査会副会長，環境JT長官，参議院自民党議員麗
会長，参議院予算委員長，裁暫官弾劾裁判所裁判長等を歴任。 2005年8丹，郵政員営北関係6法案の参

議院本会議採決にて反対票を投じた。著書に f私の見た大平正芳 その素顔と姿勢jr優優飛期一一一現
場主義大臣の重言j等がある。

174) 真鍋賢二・元大平秘書官， 8中友好議員連盟副会長へのインタビュー記録。 2004年8丹38，参議院

議員会館716室にて。

175) 古井喜実 f日中十八年:一政治家の軌跡と展望J牧野出版 1978年5月 123頁。
176) I大豆記者会見要旨J(1972年7月188)前掲 外務省 f大平大臣会見j1972年。
177) I野党賛同書に対する政婿答弁書要旨Jr朝日新聞j1972年7Ji 188タ干し
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一 政宥として法中華人民共和国政唐が中国を代表する唯一の正統政府であることを認めると

いう前提で政清需交渉に譲む考えである。

2 周恩来による積極的な対日アプローチ

一方，田中内露による烈々の決意表現に対して，中国側の反応、は打てば響くような速やかさで

為ったo r自分の自の黒いうちに中日友好の礎を築いておきたしづと霊史捜命感を持った居恩来

総理は，アジアの再建の永遠の和解に向けて，自ら陣頭指揮を取ち，中日復交の歯車を動かした。

陸維鋲・元中国外交部アジア奇長の萱言によると，国総理は佐藤内閣末期からの日本の政界の

重志向に対して，独自の綴密な分薪に加え， 1972年 5月の時点で既に，ポスト佐藤のE本政尾の成

り行きを法っきち見通した。田中内関の誕生を想定して，周総理は同年5月末から，頻繁に外交

部及びE本問題担当者を集めて会議を需き，① E中内閣のもとで中日復交の可語性，②中司復

交の戦略的意義，との 2点について集中的に討議した。会議では，中日国交正常化はお互いに必

要としていると強課され，田中内閣のもとで中日国交正常北を達成することは可能であるという

結論に至った。かかる判断を下した理由として，百本開会3ら見れば①北方4高問題が存在す

る自ソ関誌において，中自国交の正常化は， B本の対ソ交渉への 1つの切札となる。②中国の

匡連における合法的な地{立の回復が，国連中心主義を外交の基軸の 1っと掲げる日本にとっては

諮底禁視できないことであるG ③ニクソン訪中は日本を震接させ，中E国交正常化の機運は高

まる一方で為る。@中E国交正常化は，日本経済界による中国甫場への進出にとっては有利で

ある。⑤田中・大平両氏の積極的な対中姿勢から中吾復交に乗り出すに相違なかろう。他方，

中国側から見れば①中日国交正常化法 ソ達を孤立させる重要な戦略的配置となる。②司米

関採への一種の牽制となる。③台湾問題の解決，中国統ーを図る上で重要な段叡ちとなる。②

北東アジアの緊張緩和と安定にとっては有利である 178)。

日本政局の変化に講えて，間総理は5月に， r中日嶺忘録貿易弁事延東京連絡所」の強化を決
定し (1967年 4月の孫平化179)帰国によって首庫代表は空席となっていた〉 知日派の肖向前180)

178) 陸雑鋭・当時の中国外交部アジア司長へのインタピュー記録。 2005年1月21日，北京にて。

179) 孫手化 (1917-1997)中国の代表的な知巨派，元中日友好協会会長。中司遼寧省生まれ。本名斉守福。

1939-43年東京工業大学に学ぶ。 52年日本の政治家として戦議初訪中した高良とみ，親足言t，宮腰善助
を接受。 55年3月中国国際貿易代表団高秘書長として来日。以後，各種代表毘秘書長などの名自で度々

訪日。 64年8月から67年4月まで iJ妻承志事務所東京連絡所」首席代表。 72年7月田中内閣成立直後，
上海舞麟団団長として来日。言向前と共に大平外相及び田中首相と会談，思恵、来経理からむ田中首相に

対する中国詰詞の正式な招請を伝達。 86年中日友好協会会長。戦後の中日関係の節EHこ重要な役暫を担
い，誼安i専，壬暁雲，肖向前らと共Jこ，居豆、来， J妻承志を支えた。
180) 肖向前 (1918-)中富の代表的な知呂派，元 f中E備忘録貿易弁事処東京連絡所」首席代表。中国遼

寧省生まれ。 1938-42年東京高等師範学校及び東京文理大学に学ぶ。 52年日本の政治家として初訪中し

た高良とみ，杭足計らを接受し，その後度々来自。 72年7月「中日健志録貿易弁事処東京連絡所」首席

代表として，系平fヒと共に大手正芳外相や譜本恕、中国課長と初の政府間接触を持った。 73-78年中国駐
E大使館参事官， 78年外交部第1アジア局長， 89年中日友好協会副会長。 2000年日本設府より勲二等環
宝章受賞。
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(中日友好協会理事)を開所の新しい首席代表と内定した181)。そして 田中内閣が成立する矢先

の7見3日，肖向前をE本に着任させた。翌4日，周総理は更に I}妻承志事務所東京連結所J初

代首露代表の孫平化(中日友好協会副程、書長)を， 7月10自から訪日する予定の上海舞劇屈の団

長に据えて北京を出発させた182)。

田中内閣が成立した翌8B，題稔理は，外交部及び宣伝部の責在者を集めて緊急、会議を開き，

田中談話及び中司復交の問題について協議した183)。その会議の場で，毘総理は新華社が配信し

ようとする百字にもならない田中内閣発足に関する記事を厳しく批判して却下し， r日本に関す
る報道は'情勢の変化についていかなければならない」と書き直すよう命乙た1制。翌9日夜，周

恩来稔理はイエメン政府代表団歓迎夕食会の席上で田中内閣の対中姿勢に触れ， I長年に亘って

中国歎視政策を取り続けてきた主藤政清は，任期の完了を持たずに下野した。田中内閣は7日成

立，外交に関し，中日国交正常化の早期実現を呂指すと明らかにしたが，これは歓速に植す

るJ185)と田中内閣の第 1声を評錨し， B本政府と本格的に復交交渉を始める用意のあることを，

公式に内外に表現した。翌日8，国総理は更にフランス外相との会談の霜上 「司本の対中関係

に新たな兆しが現れた。これは戦後27年以来 自本政宥がはじめて行ったことである。我々が田

中内簡のこうしたやち方を歓迎しないわけがなしづ186)と述べたむ j司総理のかかる 2屈の談話は，

中日国交正常化に寄せる田中内閣の熱意に対する中国政府の明確な回答であった。

毘経:理の演説内容を知った直後，田中首相は二階堂官房長官に対し， IEE中内閣に三木君と大

平君が入閣しているのは，日中国交回復を額う田中内需の姿勢を物語るものだ。これから大平外

相が国交回復へのプロセスを一つずつ踏んで行くが，そのテンポを早めるかどうかは，外務大臣

に在せである。思総理の漬説で国交回復に一つのはずみがつくのは間違いないJ187)との見通しを

示した。

大平外相誌，訪日の記者会見で， I居総理の発言は，新政府の日中国交正常化に寄せる決意が

中国舗に理解されたことを示すものであり，結構だと考えている」と感想を述べる一方， I政府

としては自中間の政府接触のための機がますます熟しつつあると考える。従って今後，政府はそ

の責在においてE中国交正常化のための具体的な対策を着実に進めて行く決意、だy88)と周総理の

発言によって臼中国交正常化の早期実現への希望が強まったとの受け取り方を示した。

中自両国がシグナルを送ち合う中， 7月13日夕ジュネープの国連経済社会理事会 (ECOSOC)

181) 肖詞前・当時の「中自信忘録貿易弁事処東京連絡所j首j幸代表，完中国外交部アジア奇長へのインタ

どュー記録。 2005年1月18日，北京にて0

182) 孫平化「日中屋交面復の扉はこうして開かれた{続)JW中央公論j107 (8) 1992年8月 153真。

183) 中共中央文献研究室編 f周塁、来年譜 1949-1976.]下巻 中央文献出版社 1997年5月 534頁。
184) 呉学文「民関外交と政宥交渉をつなぐレール」石井窮・朱建栄・添谷芳秀・林暁光共編『記録と考証

自中国交正常化・日中平和友好条約i岩波書庖 2003年8月所収 287-288頁，前掲 f罵恩来年譜
1949-1976j下巻 534頁参照。

185) 前謁 f思患来年譜 1949-1976.]下巻 535頁0
186) 向上。

187) 早坂茂三 f政治家田中角栄i中央公論社 1993年3月 368頁。
188) I大臣記者会見要旨J(1972年7見10日)前掲 外務省 f大平大臣会見j1972年。
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日本代表部が主催するレセプションに ト明中国麗代表が出席した。人民中富成立以来，日本の

出先大使が主濯したパーティーに中国の代表が出席したのは初めての出来事であった18針。大平

外相は，中国1t表の初出霜は各地の在外公館で続けている日中間の友好的雰圏気作りの一環とし

て，歓迎の意を表明した190)。

周総理によるは上のような積極的な対日アプローチの背後と，中国内政面における激変及び居

総理由身の健寮状態と深く関連していた。 1971年5月13日，世界を驚樗させた[林彪事件J191)が

起こった。毛沢東の文化大革命発動を支えた軍側の右腕，その理論の熱狂的な支持者で為った林

彪が毛沢東暗殺クーデターを企てて失敗し，敵対匿のソ達に亡命を図り，モンゴルで墜死した。

「林彪事件jほ中華人民共和国建国以来最大の致治事件として，中国政治に深刻な影響を及ぼし

たむ爵統詩で，毛主席の後経者と材、えられた林彪がソ連逃亡を図ったことは，狂黙の如く中国全

土をj吉巻した「人々の魂に触れる革命」の虚構が麗れたこと意味すると同時に，中巨人民に文化

大革命への根本的な疑需を抱かせる契機となったo I林彪事件jを転換点として，毛沢東の権威

が大きく揺らぎ，文化大革命の理論とその実践は事実上の失敗を宣告された192)。毛沢東は「林

彪事件」で心身とも強烈な衝撃を受け，健棄が急速に衰えて行く 193)。翌72年 1月21B，危第に

陥った毛沢東は，国家の全権を周恩来に委ねた124)Q病身の毛沢東に代わって党・医家の日常活

動を全面的に仕切った局総理は， 74歳の高齢で， しかも跨脱癌に言されていたにもかかわらず

(1972年5丹18日，正式に診新された)，林髭グループの失脚と江青グループの勢力がまだ十分に

蓄えていないという間隙を縫い，文化大革命によって混乱した内政と外交の修復に動き出した。

毘総理は，内致面において，次々に現実主義的金穏建政策を打ち出し，文革によって誤った国家

の就跡を描き亘そうと懸命に努めた。一方，それと並行して外交面において，アメリカとの和解

を突破口とし，中国の国家安全と近代化建設に必要とする新たな昌際関係の部設に全精魂を投入

した。

189) I日本代表部の招宴に中昌代表が初出露 外相『日中に前進Jと歓道Jr朝巨新開.]1972年7月14日夕
干し

190) I大呈記者会見要旨J(1972年7見148)蔀掲外務省 f大平大豆会克j1972年。
191) 中国の公式発表によれば， 1969年4互の第9圏中国共産党党大会で毛沢東の「最も親密な戦友，後継

者jとして「党規約」に明記された党爵主席，冨防相である林彪とその軍人グループは，翌70年8月に

需かれた中共中央董山会議で国家主席の存続を要求し，林彪の後継者としての地位を屈めようとした。

しかし，林彪の陰謀と野心に気づいた毛沢東は周思来の協力を得て，林彪グループ批判に着手し，その

勢力を削減する措量を講じ始めた。政権譲渡によってトップの座に就く道が罷ざされた林髭グループは，

1971年3月，クーデタ一計画の「五七一工程紀要」を作或し，武装蜂起による権力掌握の方針を決めた。

胃年9月8日，林彪は武装致変を発動する命令を下し，高方視察中の毛沢東培殺を企てた。ところが暗

殺計画は毛沢東に発覚され，あわてた梓彪は138に出海関空選で強行離陸し ソ達へ向けて飛ぶ途中で

モンゴル共和国のウンデルハンで墜死した。

中共中央特J1U審査小組「林彪反党集匝の反革命犯罪行為についての審査報告J(1973年7月10日)
192) 中匡共産党中央委員会「関於建屋以来党的若干歴史問題的決議J(1981年6月27日)http://www.chi-
na.com.cn/ chinese/ archive/131144.htm 

193) 中共中央文献研究室編 逢先知・金沖及主編『毛沢東伝(1949-1976)j中央文書支出張社 2003年12月

http://cpc.people.com.cn/GB/69112170190170192/ 476477Lhtml 

194) 李宏、緩著・新庄哲夫訳『毛沢東の私生活j(下〉文妻春秋 1994年11月 325-330頁。
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田中内関成立産後，局総理の指示の下で，姫鶴飛(外交部部長)，喬冠華(外交部副部長)，屡

承志(外交部顧問)，韓念龍(外交部副部長)，珪綾委iJ(外交部アジア司長)らを中心メンバーと

する日本組が設けられた195〉c それと同時に，局総理は自中首相と大平外相を中国に招請すると

決断し， I田中首相が北京にやって来て会談を行えば，全ての問題が相談しやすいJ96)との伝言

を日本訪問を予定していた外交部B本処の諌抗と超鐘重量の 2人に託した。 7丹178，周絵理の極

秘のメッセージを携える諌拡と超鐘議の 2人が，中国農業代表団に随行して東京iこ爵着した。局

総理の指示は宣ちに系平化・肖向前の 2人に伝えちれた。肖向前は 「屈まま理が孫平イヒと私iこ与

えた任務詰，第1に，あらゆる接会を捉えて，思総理による田中・大平の中国招請をお2人に直

接に伝えることであった。第 2tこ，田中・大平訪中を実現させることであった。局総理は更に

我々にこのように指示したむ『私はE中内閣が中日国交正常化の早期実現を巨指すことは歓迎に

値するものであると言ったが それは毛主意が私に讃撞的な態度を取るべきと言われたからでJo

る。我々は毛主席の患想と戦略配置にしっかりとついて行かなければならない。 8本測が中国に

来て話をすればそれはよいことだ。交渉が或功してもしなくても，今試既に時機が来ている。急

いでやるのだ。過去には王暁雲旋風，王国権旋員があったが，今回は旋風として終わらしてはい

けない。地面に足が着かなければならなし、。孫平化は万丈の高楼を平地に建て，肖向前誌どこま

でも前進し続ける。 2人はこの壬務を果さなければならない.]y97)と振り返る。

7 f:I168，昂総理は中国訪問中の佐々木更三・元社会党委員長との会見の克上，居中・大平詰

中を歓迎する姿勢を;まじめて明らかにした。佐々木拭訪中する前，田中内閣の対中政策に関する

姿勢を把握するため， 10日及び11日にそれぞれ大平外相と田中首相と合い，その鞠中をただした。

佐々木は田中首桓及び大平外相に対して， I日中国交呂復3原則Jの内でも 3番自の「日華平和

条約jの廃棄が最も大切で為るが，これをどうするつもりか尋ねたところ，田中首相は fそれは

もっともまことだ。台湾の処理については結対の確信が忘る。復交3原期を認めますJ198)と言い

切った。大平外相は「日中でいざという時は頼みに行くから，その際はよろしく頼むy99)と日中

国交正常化にかける日本致府の熱意を鹿稔理ら中国政宥首諸に伝えて廷しいと要望したG 佐々木

が重ねて，鹿総理に尋ねられればそう言ってよし、かと念を押したところ，田中首相並びに大平外

桔は fそれは必ず実行しますyOO)と断言した。

195) 姫麓飛[飲水不忘堀井人一一中日建交紀実Jr周恩来的最後歳月 1966-1976j中央文献出版社 1995 
年12jj所寂 286貰，陸維鋭・当時の中国外交蔀アジア弓長へのインタビュー記録。 2005年1月21日，

北京にて。

196) 前掲 f潤思来年譜 1949-1976j下巻 536頁。
197) 肖向前・当時の「中ヨ備忘録貿易弁事処東京連絡所j首席代表，元中国外交部アジア司長へのインタ

ピュー記録。 2005年I丹188，北京にて。

198) I田中訪中の筋道つけた 佐々木更三氏との対談j時事通告社政治部編『ドキュメント 日中復交i
1972年12月所在 122頁。

199) r森田一秘書官5記J(1972年7jj10 8条)r森田一秘書官日記j(1972年7月7日 1973年9月19日)
吾録番号 01010100 大平正芳記念舘蔵。

200) 前掲「畠中訪中の筋道つけた 生々木更三氏との対談j時事通信社政治部編『ドキュメント 日中復

交j123真。
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閣総理と会見した席上 佐々木は田中内関の対中政策及び田中・大平との自答を詳縮;こ伝え

田中と大平が非営に誠実であることを保証した。佐々木の説明を受けて，田毅理は fもし現職の

首相，外相またはその他の大臣が中臼国交呂復り問題を話し合うため訪中するなら，北京空港を

彼らのために開放する用意が~るyOl) と公式に自中首相及び大平外相の訪中を歓迎する意を表現

した。居総理は更に ①もし日本が f中E国交臣復3原則jを完全に理解する(それが f受入

れるjことといささか異なるとしても〉なら，中留は満足するであろう，②中国はニクソンと

同等の外交札犠をもって田中をもてなす用意がある，③田中が東京から北京に直行できるよう

空路の手記をする，③中国は自民党内に台湾問題について議論があることを理解しており，同

時に，田中が時間をかけて「日華平和条約Jの問題を免理することに理解を示す，⑤中匡は戟

争賠蛍の問題について，融通の利く態度をとるで為ろう 202) との 5項目について約東した。

生々木との会談の終わりに，周麓理詰， I社会党に外交権がないのだから，むろん外交権の為

る田中総理との爵に正常化をいたしますが，こういう需勢を創ったの拭 日本国民の長い慢の強

まざる努力の結果であります。従って，こういうふうに日中〔国交〕正常化を実現させるような

惜勢を創った呂本人員の努力に対しまして辻，深く感謝と敬意を表します。培ったならば，自本

の人民に対して，局恩来はよろしく惑誌をするということを伝えて下さい。……中日〔国交〕正

常化ということは， 7億 5千万の中国人民と 1i意1千万の日本人民の将来永久に亘って平和友好

をするという 1つの握手でありますJ203)と付け加えたc

居総理による田中・大平訪中歓逆む発言は速報で日本に伝えられた。翌178，周総理の発言に

接した大平外相は， I周総理の発言については，それが新開報道の伝える通りとすれば，政蔚と

してもこれを歓迎するところである。……日中国交正常化を促進するため，所要の設暗で政府首

脳が訪中することは，かねてから表明しているところで忘り，政宥としては更に諸般の準備を着

実iこ進めてまいる考えであるJ204)との談話を発表したc

7月24正大平・佐々木会談の席上，佐々木は毘総理との会談の模様を詳しく説明した後，①

田中首相と共に外相も訪中することが中国との信頼関孫を高めるためにも必要だ，②言棺訪中

の時期は10丹1Bの国慶節前が良い，③中国側が正式招待の形を取っているのだから，早急に

正式な返事をすべきだ，と進言した。これに対し大平外相は 「あなたの言うことはよくわかっ

た。その方向で十分考慮するY05)と返答した。

青年時代に日本に留学し，吉都京都の美景に陶酔されてその心境を詩に吟詠した局総理は，自

分が癌で余命が彊いこと，また，江青グループの翼に羽が生えつつ為ることを覚悟しながら，天

が自分に授けてくれたそのチャンス拭晴れ間であるにすぎないと認識し 対日復交のステップを

201) 金沖及主編・裂後書・謹住強訳『周恩来{云 1949-1976j (下〉岩譲書志 2000年12丹 336頁。

202) 超、全勝著・社進・栃内靖子訳 r8中関係と E本の政治i若抜書癌 1999年2月 128頁。
203) 前掲「司中訪中の筋道つけた 佐々木更三氏との対談J時事通信社政治部編 fドキュメント 吉中復
交j132頁。

204) I大窪記者会見要旨J(1972年7月178)蔀掲 外務省『大平大里会見j(1972年)
205) I中国へ返事急げ往々木更三氏外相とも会談し進言Jr朝日新開j1972年 7月2580
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更に早めることになった206)。

3 大平正芳・孫平化会談

日中国交正常化の機運が日中双方とも高まっている状況を鑑み，大平外相法中国側のナマの感

触をさぐるために，外交的にはこれまた異到の措置であったが，日本に来ている孫平化・肖向前

の両氏と亘接会うことと決定した。

吉報は，大平外相が橋本恕に密令を下してまもなくもたらされた。内障発足から 3日後の7月

10日，孫平化を団長とする上海舞劇団が来百した。その数日後，橋本はi吉報j患の 1入から，日系

平化を大平外相に会わせてほしい。打ち合わせしたし、ことがあるjと打診された。'情報を入手し

た橋本は，こっそりと接触場所のホテル・ニューオータニの一室に入った。部屋で待ち受けてい

たのほ，孫平イヒではなく，上海舞民団にまぎれて外交部から派遣された唐家襲ら 2名であった。

唐家議は「局総理の極秘のメーセッジ、を持って来ています。是非とも大平外相にお伝えしたい。

そり段取ちをつけて頂けないかjと要請したc 橋本は亘ちに外務省に引き返して大平外相に報告

し，大平外桔はすぐ了承した207)己

7月18日，大平外相は20日に予定されている藤出愛一郎が主催する孫平化・高向詰の爵氏歓迎

パーティーに出席することを約束すると問時に205}，記者会見において，東京・恵比寿の「中日

備忘録貿易弁事免東京連絡所」等を窓口とし， B中間の接触を直ちに進める考えを明らかにし

た209h これ誌，これまでのルートが民間や野党を通じるものであったのに対し，大きく一歩踏

み出すものとなった。

7月20ヨ，大手は外相の資格で三木武夫・国務栢，中曽根康弘・通産桔，誘本登美三郎・幹事

長，鈴木善幸・総務会長，桜内義雄・政調会長，社会，公明，民社の各党委員長らと共に，藤山

愛一部・日中議達会長がホテル・ニュージャパンで主寵する f孫・肖荷氏歓迎レセプションJに

出席し，孫平化と肖向前の 2人と初めて譲触したむ日本の現職の外務大臣が中国政府の要人と公

のj需で会ったの拭，人民中国成立弘来初めての出来事であった。藤山は挨拶の中で， i今日の

パーティーから，日中両国友好関係の道が切り開けるかもしれません。とりわけ，現職の大臣し

かも外務大臣として，大平外相に出席して頭いたことは，画期的なものだと患います。今日誌両

国関謡が更に前進するEになると思いますJと述べ， i外務大bHま更に，外務省は覚書貿易弁事

処東京連絡事務所と接触できる道を作る必要があると言って，将来を巡って相談をする時に，わ

ざわざパワやジュネーブに行く必要はない，とおっしゃいましたc 外務大亘のこの言葉を伺い，

とても勇気づけられましたc とにかく，日中国交の屈復は必ず近い将来， しかも最も近い将来に，

もしかすると明後Eにも実現できるかもしれないと患います。これは我々の希望ですJ210)と諦め

206) 朱建栄「毘患来iまなぜ対日復交を急いだかJr月刊 Asahd4 (11) 1992年11丹 77頁。
207) 橋本恕・当時の中屋課長，元駐中華人民共和田大使への電話インタビュー記録。 2006年9月1280

208) r森田一説、書官吾記J(1972年7月188条)詰掲『森田一秘書室日記.1(1972年7月7日-1973年9月四日。
209) r大豆記者会見要旨J(1972年7月188)前掲 外務省『大平大岳会見.11972年。
210) 劉謹有著・王雅丹訳『持は流れ 日中関係秘史五十年.1 (下)藤原書庄 2002年7月 486頁。
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括った。大平は更に葉山，三木，橋本幹事長らと共に，孫・言両氏と手をつなぎながら， 10分間

にわたって記念撮影に応じた211)。このパーティーによって，中日間の接触は事実上のスタート

が切られた。

7月22日，大平外相はホテル・オークラの670号室で，孫平化・湾向前の再氏と約 1時罰に

亘って会談を行い，言中間に最初のホットラインが開通された。この会談の露上，孫平化は周経

理からの田中首相に対する中国訪問の王式な招請を口頭で伝達した。会談は通訳を介さず直接日

本語で行われ，中国髄は江堵柱，日本{需は喬本恕、が同露したQ

大平・系会談は，既に34年も経過したものの，会談記録は今だに解禁されていない。しかし，

複数の当事者の回想，また，公開された断片的な記録からその会談の要点を窺知することができ

る。

大平外相が田中首相に報告した会談内容については，早坂茂三のメモによれば，次の通りであ

る212)。

( 7 丹 228 午後 3 持30分~4 時30分ホテル・オークラ)

大平外相「田中総理にも会いたし、という気持ちは承知しているが，詐8，稔理にあったら総理

は『邑分も遠来の客を迩えて懇談したし、気持ちは為るが 現在 ご承知のような国内

情勢のため最終責任者としての自分が会うこと誌辞退し 自分と一心同体である大平

が会ってほしいjと言われた。右によって宜しく了承して誌ししづ。

中冨劉「閣総理としては，自中総理か大平外梧が北京で局総理と亘接の首脳会談を行い，国

交正常化開題について率重に会談すれば，国難な問題が解決する道が開けると考えて

いる。田中総理と大平外相が一諸に来てくれれば，なおー暑歓迎するJ。

大平外相 f田中総理しろ，自分にしろ，国交正常化開題に政治生命を賭けており，この問題は

日本にとっても運命的な問題であるから対内的，対外的諮問題や今後の政治日程を十

分考産して訪中時期を考えたいj

中国側の会談記録を隠覧した王泰子は 次のように記している213)。

孫 平fとfもし，田中首相と大平外相が北京を訪問し，宣接わが国の首脳と会談を行っても構

わないと考えておられるのであれば，中国設府試それを大いに歓逆します。本日の会

談は非公式ではありますが，しかし，私が今申し上げましたことは中国政府の公式な

考えとして受け取って頂いても結構です」。

大平外相 f今Eの会談は非公式で法ありますが，しかし，非公式でありながらも，日中再政府

需の第 1回目の会談を意味していると考えます。先程，孫平化先生から，自本政宥首

脳の訪中を歓迎する旨のお言葉を頂き，私は大変感動しました。心から感謝しま

211) I手をつなぐ『百中.]Jr朝日新開j1972年7月208夕刊，王泰平著・青木麗子訳『大河奔流 戦後の
中日関係を振り返ってj奈良吾司薪間社 2002年12見 69頁参照。

212) 前掲 f設治家田中角栄J370頁。
213) 前掲『大河奔流 戦後の中吾関保を援り返ってJ70-71頁。
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すJoi田中首相は，これまでに何度も私に，中国政府が提案した復交3原期試十分に

理解できると述べていますc 田中首相は，このような認識のもとに，自中両国の関係

正常化を実現させたいと考えています。両国の関祭正営化をさせることには，日本政

府内の考えもほぼ一致し，開題はなくなりました。ただ 自民党内の意見がまだ一致

していないところもありますJoi一定の段措を辿ることができたら，日本政宥首脳は

きっと中国を訪問したいと考えています。しかし，時期を選ばなければなりません。

日本部は今，準舗に取りかかっていますが，北京に足を踏み入れたには，必ず結果を

出さなければならないと思っていますG 田中普相と私は政治家です。今，日中居交正

常化を実現させることは，ある意味で私達の政治生命にもかかわる重大な問題であり，

日本国民の運命をも左右する重大な問題です」

孫平化法，次のように回想している214)。

大平外相 f私と田中首相とは一体関心の盟友であり，言相は外交事務を責径を持って処理する

全権を私に委託している。現在，日本政府首脳が訪中し，国交正常化を解決する機拭

完全に熟しているj

孫 平イヒ f私達も国内の指示に基づき熱烈に見解を述べた。中国備は田中首相が北京に行き亘

接周恩来総理と会談することを歓迎する」

肖向官官は，次のように冨想している215)。

f双方の多くの見解は，会談前からお互いに知っている内容であったむ最後に大平外

相が，双方に意見の食い違いはないので，これで完全;こ国交回復の話し合いζ入るこ

とができると述べたj

橋本恕は，このように証言している216)。

7日本語が堪能主孫平fとは，局総理のメッセージを口頭で伝えたor周総理は，田中
角栄氏が首梧になられたことと，田中内閣の成立を心から喜んでおります。また，田

中首相の日中居交正常化に対する護極的な姿勢も評価しており，よき隣人として，善

瞬友野関係を築き上げるために，できるだげ早く中国を訪問して下さいと申しており

ます。その時には，大平外務大臣も是非，ご一緒において下さい。異様も是非ご同伴

下さいjJ

前掲した各当事者のE想及び文献から，大平・孫会談の中心話題は2つであると著取できる。

即ち，①中国健は，局総理からの正式な招請を伝え，日本政府首脳の中国訪障を促したこと，

②中国舗の要請に対し，大平外相は一定の段踏を辿って，日本政府の言脳iまいずれ訪中するこ

とを約束したことであった。

214) 孫平化著・安藤彦太郎訳『日本との30年 中日友好随想録』講談社 1988年3丹 160-161頁。

215) 肖向前著・竹内実訳 f永遠の隣冨として 中日国交回復の記録Jサイマル出版会 1997年1月 156 
真。

216) 橋本恕・当時の中冨課長，元駐中華人民共和国大寵への電話インタビュー記録。 2006年9月1280
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会談をま冬え，大平外相は記者会見において， i私は孫・再両氏の来日を心から歓迎すると共に，

高氏と両国の国交正常化問題について友好的に意見を交換致しました。孫・再両氏と立はそれぞ

れ自中関採ができるだけ速やかに正常イとされよう希望致しましたj2l7)というステートメントを読

み上げた。橋本悲の証言によれば 「大平外相はこの会談を通じ 中国備の対日姿勢が大きく変

化していることを認識し，真剣に日本との関係改善を求めているとし寸葎かな手正、えを掴んだj

のであった。播本恕吉身もこの会談後，田中首相訪中の具体的な日程について，中国側と細かな

打合せを始めたという 21h

ところで，アメリカで解禁された1972年 7月268に関かれた牛場信彦・駐米大袋，ジョンソン

(U. Alexis J ohnson)政治担当国務次官の会談記録の中で，大平・孫会談について，驚くべき内

容が含まれている219〉G

それによれば， 7月26正牛場大集はジョンソン国務次官を訪れ，中華人民共和国との国交正

常化に関して日本側の意図を報告することが主主巨的であったむ牛場は，田中内習が発足して以

来，日本iこ対する中国の慈度が急変したことに特に言及し，田中内障が田中首相による北京訪問

や，ともすれば中国との早期国交正常化にも繋がる交渉を注意深く進めることを決定したところ

であると述べた上で、 大手・孫会談について 次のように説明した。

1. 7月228，孫平イとらとの会談に出席した法課(晋作)以下外務省関係者は，自分(牛場〉に

次のことを伝えてきた。孫平化法 田中苦手目に宛てたメッセージを伝達するため東京へ派遣

された。国患来メッセージの内容は，田中首相の北京訪問を無条件で歓迎するというもので

あるc

(A) 中国に滞在間，田中を園らせるよう主ことは行わない。

担) 日本に対し謝罪を要求せず，過去よちも未来に目を向けたい。

(c) 中国政宥は中日国交正常の前提条件として f復交三京期」を日本が受諾することを主張せ

ず，これを「当然Jなものであると考えている。しかしながら，それiまある時点で解決さ

れるべきものであると感じている。

2. こうした中居側の態度の変化から 大平外相は「援交三原則jを「棟上げ」にして国交正常

化を進めることが可龍であるとの感触を得ていた。

この文書によって示された内容が事実であれば，中国側誌無罪期に日本との国交正常化を求め

てきたことを意味する。この文書の重大さに鑑み，大平・孫会談に同書した日本舗の唯一の当事

者であった橋本恕に確認を求めた。この外交文書に対し，構本は一躍したo iまったく事実無根

の話である。この会談で，孫・誇の 2人が日中国交正営化に対する中国政宥の具体的な考え方を

示すことはなく，周総理の正式な招請を伝えるだけに留まち，あとは雑談であった。孫平化法中

217) I大歪記者会見要旨J(1972年7月228)詰掲 外務省 I大手大呈会見.11972年。
218) 橋本恕・当時の中居課長，元駐中華人民共和菌大震への電話インタどュー記録。 2006年9月12日。

219) lAPANIPRC RELATIONS NIXON/TANAKA瓦1EETING，luly 27， 1972. NIXON NSC FILES， 
HAKOf長ceFiles， Country Files-Far East， Boxl02. 
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共中央委員でもないし，彼が『無条件で田中首相訪中を歓迎するi等と言う権利があるiまずはな

い，また，言うはずがないのであったJと断言する一方，刊号中復交3原則iは当たり前のこと

であり，その中で最も要なりは台湾問題であった。つまり，吉本にとって一番大事会のは， r 2 
つの中国iをイ乍らないことであり，また，こうした動きに参加しないことである。この点に関し

て，田中首梧，大平外相と私の 3人の認識は一致しておち，最初から覚d語していたJ220)と朗々と

語る。また，張香山221)は「日本測は 2入を国交正常化交渉の代表と見なしかねない可能性があ

ると判断して，周捻理は孫さんに fあなたは連絡員でしかえ主い。交渉は号本の総理が中国を訪問

して初めてできるのだ』という電報を送っただけでなく，わざわざ中国外務省から E本に電話さ

せ， (盗聴によって)日本健に 2人の役割を分からせたるよう仕向けたJ222)と匝想している G 毘

総理は第 3@l周恩来・骨入義勝会談の霜上 「大平さんに伝えて下さし、。東京駐在の連絡事務所

は，外交機関ではなく，覚書貿易の弁事処です。外務省と正式に連絡を取り合うということはま

ずし、と思いますJ223)とはっきり語札孫平化，肖向前の 2人に交渉の権限が与えられなかったこ

とは明らかである。

大手・孫会談の成果を踏まえ 大平外相法外務省に法眼晋作次官を委員長とする関祭局課長

15人からなる中国問題対策協議会を設置し，日中国交正常化交渉に対する日本側の基本姿勢の投

討を本格化させた。田川誠一の証言によると， 1大平外相のリーダーシップの下で，穫極推進涼

と慎重派にかなり割れていた外務省を 足並みをそろえて全捧で積極推進に踏み切らせた。夕方

涼の法眼次官も豹変したJ224)のであるc

大平外相は， 8月2日に関かれた中国問題対策協議会の初会合で， 100家百年の行方をも決め

かねまい問題なのだから，どんな見落しがあってもいけないし，事は急を要するのだから夏休み

を返上せよj225)と督勤した。

翌3B，外務省の青木正久・致務次官は5中国交正常化に臨む政府の基本的見解であった「わ

が国の中国政策についてJ226)を発表した臼この政府見解は，大平外相を中心にごく少数の幹部が

日中昌交正営化交渉に当たっての語問題点を洗い出し，これを大まかに取り纏めたものでるった。

220) 橋本恕・当時の中国課長，元駐中華人民共和国大集への電話インタビュー記録。 2006年9月1280

221) 張香山 (1914-)中冨の代表的な知5派，元中日友好21世紀委員会中国側首席委員。中国i1Jr江省生ま
れ。 1934-37年東京高等師範(現筑波大学)に留学。建国後， 55年中共中央対外連絡部秘書長， 73年間

部副部長。一貫して対日開孫に携り，度々訪日した。 72年外交部顧問として，中自国交正常化の交渉過

程に参加。翌年中日友好協会副会長， 88年中日友好世紀委員会中国関首席委員。 92年自本政府より勲一

等瑞宝章受賞。第5-7期中巨人民政治協高会議常務委員。

222) r張香出回想録(中〉終戦から27年 日中の惹け請がついに築かれたJW論座JNo.32 1997年12丹
212頁。

223) r竹入・国会談{第3@J) J (1972年7月29日， 19持30分-21時30分) W清報公開による文書〈写)のー
設公開目録』整理番号 01-298-2 外交史料館意。

224) 田JlI誠一・元新自由クラブ代表へのインタビュー記録。 2004年12丹248，桜田会にて。

225) 平野実『外交記者E記大平外交の 2年J(上)行政通信社 1978年8月 38頁。
226) rわが匿の中国政策についてJ(1972年8月3日)r情報公開による文書(写)の一段公開吾録』整理
番号 02-1137-1 外交史料館載。
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その要旨拭以下の通りであるD

1.基本的態度 政宥としては，中国をめぐる国際情勢の最近の動きを考慮し，かつ，自中

国交正常化はわが国の国論であるとの認識に立って，今や日中政宥爵接触の撲が熟しつつ三う

ると判断し，日中関係正常化のための具体策を政宥の責在において蒼実に進めてし、く。また

政府としては，中国側においても日中国交正常化を真剣に望んでいると判断している。

2.正常住の百的 わが国がE中匡交正常化をはかる第ーの目的は，自中間に外交関係を樹

立することによって，日中間の不自然な関孫を解清し，わが冨の平和外交を更に強化するた

めである。また第二の昌的は， 自中国交正堂イとによって，アジア，ひいては世界の平和と安

定に寄与するためである。従って，日中国交正常化は第三者に向けられたものではない。

3.政府の姿勢 百中国交正常住は，今後長きに亘って日中間に善隣友好関係を打ち立てる

ための基礎となる重大問題であることに鑑み 政府としてはこの問題の取り進め方において，

いささかの遺漏があってはならないと考えており，与党はじめ国民各層の広い支持を得るこ

とに努力する考えである。

4.交渉の現状 国交正常住に関する昌中設府間接触法現在のところ，まだ予備的な段階で

あり，現段階で今後の政府謂交渉の結果を予揺することは圏難であるが，中華人民共和国が

提示したいわゆる「冨交正営化iこ関する三原賠jについては 基本的認識としては，政婿と

してもこれを十分理解できるとの立場で，其体的iこはヨ中間の話し合いによって合意点を見

出したい。

5.台湾への姿勢 国交正常化問題に関し日中間に合意が成立し，外交関係が樟立される運

び、となれば，その当然の帰結として，中華民国政宥とわが方との外交関係は持続し得なくな

る。その場合，中華民国とわが国との安易，経済関係をはじめ各種の実務的関係については，

現実的に解決されることになろう D

i8中国交回復3原期」を十分に理解し，台湾との外交関係を絶っとする大平外桔の基本認識

が明確に貫かれている。日本政府はここにはじめて公式に， 8台関の外交関係が消滅する見通し

を明らかにした。

4 胃思来・竹入義勝会談

大平・孫会談によって 中国鶴は日中国交正常化を熱望していることが明らかiこされた。しか

し，中国測はー捧どのような条件で司中国交正常化交渉に臨むのかについて，大平外相はまだ定

かにつかんでいるわけで誌なかった。こうしたi育況の中で 大平外相の気持ちを大きく首進させ

たのは， tt入義勝・公明党委員長が持ち掃った極務文書であった。

中国側の要望によって，竹入は7月25日に 2震巨の中国訪需に藻立った9 竹入試，訪中する前，

田中首相，大平外相と数回に亘って内々に会談を重ねており，戦争状態の終結問題，復交3原期

への意度，とりわけ台湾南題，司米関係とヨ米安保問題，それに基本的な問題として日中条約の

形式等，日中交渉に語む最重要事項について政府健の震構えをただした。日本側の条件を丹念に
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整理し，竹入は10数項目となる試案をまとめた227)。

この試案の主な内容は，第 1~こ，平和条約を締結するのは難しい。 B本に誌既に台湾との関に

「日華平和条約」がある。もしまた平和条約を締結すれば，外務省や自民党の多数かち強く反対

される。これは，戦後E本の対中国政策が完全に虚構の上に成り立っているものであることを説

明する確国たる註拠となるからである。従って，条約は，友好的で過去を継承するという形を取

らなければ，難しい。第2に，今の日米関採から見れば，アメリカの了承を得るために畠中首相

は事詰に護米するだろう。この点では，中国側の黙認が必要であるD 第3~こ，中国が戦争賠慣を

放棄したいと開いているが，これも謹認の必要が為る。第4に，日米安全保葎条約問題に触れる

と，岳民党内関がやり辛くなるので 触れないでほしし、228)となっている。

竹入は1981年，第2次訪中について，このように回想している。 11972年{昭和47年) 7月25

B，私は中国へ赴いた。日中国交正常化の条件について，当時の毘思来総理と忌塑のない話し合

いをするためで為った。もとよち私は，政宥特使ではないc ただ，日中国交正常化のために，日

本国民の大半，大多数が考えるところを持って思総理の胸をたたいてみよう こう思ったからに

他ならない。しかし，わが国政宥，さらに自民党の本音がどこにあるのか，全く不明りままでは

話し合う意味も半減してしまう。そこで，出発前に当時の田中首相と外務大臣であった大平さん

と会談した。特に大平さんとは，匝を重ねて日本としての条件について率直に話し合ったj229)の

である。以上の臣想から，骨入は日中居交正常化に関する田中首相と大平外相の具体的な考え方

を把謹していたことが看較できる。

しかし，同じく竹入は1998年に違う証言をしている。竹入は「骨入試案jは「悲案jであった

と力説し，政清案を入手できないまま訪中したと匝想した。竹入によれば， 1 [1972年7月J25B 

の訪中を前に政府の考えを開かなければと 大平正芳外相に会ったが何にも教えてくれなかっ

た。仕方主く訪中の前々夜，東京 .13自の畠中部を訪ねた。田中さんは信じられないほど消謹的

だった。 r竹入君よ。おれは総理になったばかりだ。日中に手を蒼けたら，田中内閣は吹っ飛ん

でしまう。おれは日中を考える余裕もないし，今はやる気iまないjorそれでは， rr入試橿めて親
しい友人という手紙を書いて;ましいjorそれはできない。代理と受け止められるJlJ23めとし寸。
竹入による以上の 2つの証言が矛着しているのは明らかであり，その本意がどこにあるかにつ

いては推測しかねないが， しかし，張香山の手記によると，竹入は局総理に対し， i毛えは来る前

に，巴中さん，大平さんとは3呂ずつ会いました。今屈は彼らむ意見を持って中国に来たわけで

すJ231}とはっきり語ち， i特使Jの身分を示している。従って， 1998年の竹入国想、の信憲性につ

いては疑わざるを得ない。

227) 古前万太郎 rs中戦後関孫史i原書房 1988年6耳 371夏，前掲 f政治家田中角栄j371頁参照。
228) 前揚『時は流れ 日中関係秘史五十年j(下)475頁。

229) 竹入義勝「信念と実行の人」大平正芳回想録刊行会『大平正芳回想録 追想編j1981年6月所収 50

真。

230) I百年の知己 竹入義勝(秘話 55年体制のはざまで 7)J r朝日新需j1998年9月9目。
231) 前揚「張香出屈想録(中)終戦から27年 日中の懸け請がついに築かれたJr論盛jNo.32 212夏。
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一方，中居間は竹入を和製キッシンジャーとして扱い，出発したその百の夜のうちに迎え入れ

た。翌26自， ]妻承志・竹入義勝会談の席上，竹入試「中国を訪問する前に三度に亘って田中首相

と会談し，田中首相から次の 4項目について，思恩来総理に伝えるように依頼を受けたjと前童

きながら，①双方はお互いに東洋入であるので，信義を守るというこの一点においては問題は

ないc 日中国交国復を阜期に実現させると言う発言に必ず責壬を持って，それを実現させる，@

詰中の時期については，なお状況を見謹める必要があるが，もし，今回の竹入の訪中で田中首相

が確信を持てれば，首相は10月以前の訪中を決意する，③田中首相は屡承志氏が率いる中日友

好協会の代表団をE本に派遣して返しいと希望している，④田中首相は，中国を訪問する時は

専用機で、直接北京に飛びたし、と希望している232)，と伝えると同時に，田中首相や大平外相との

話し合いを下敷きにして纏めた10数項昌の問題点(竹入試案)を屡承志;こ手渡した233)。

摩承志の報告を受け，周総理法27日から29日にかけて 3自に亘って，竹入との間で計8時間45

分に及ぶ会談を行い，中日国交正嘗化交渉iこ臨む中国舗の基本的な方針をはじめて明らかにした。

ここで中日双方の会談記録を併用しながら，縫いて見ょう。

278に関かれた第1臣周・竹入会談の席上で，局総理はまず，共同声明で国交回復し，その後

平和友好条約を締結という九つの段取りjに賛成の意を表した上で， 7月188に公表された野

党の「質問主意書」に対する日本政府の「答弁書jの第3点， NDち， i政府としては中華人民共

和国致府が中国を代表する唯一の正統政府で~ることを認めるという前提で設府間交渉に臨む考

えであるjを捉え 「正統jという 2文字が何を意味しているのかを賞した。居総理は更に中国

では「正統Jとしヴ言葉の反対語には「偏安」とし寸言葉があって， i合法jの長持語には「違

法」とし寸言葉が為ると説明し，中華人民共和国政府辻中国を代表する唯一の合法政府であるこ

と，台湾は中華人民共和国の領土の一部であること強調したc そして，日本舗が最も懸念してい

た日米安保条約等に対する中国の基本姿勢について 次の 3立を提示した234ja

① E米安保条約には触れませんo 8中国交回復が出来たら中国への安保の効力は無くなりま

す。

③ 1969年の佐藤，ニクソン共同声明にも触れません。共同宣言が発表されて平和友好条約で

いけます。あとは法害家に任せれば良い。政治的信義が大事ですc

③ 日蒋条約の問題。田中首相は就任してから，度々中国の政宥が主張している復交三原則を

理解していると云っていますが これは尊重するという意味でしょうか。(竹入は，共に

その通りであると肯定。)

次に，戦争賠境問題について， )晋総理は， r吉本国民に負担を増やさないために，また再国人
民の友好のために，中国は賠償を求めませんG 日溝戦争と 8ヵ国連合軍が中国を浸略した後に，

232) 前掲 f大河奔流一一戦後の中日関係を振り返ってJ79-80頁。
233) i毘・竹入会談 (47年当詩)の全容明るみにJr朝司薪開j1980年5月2380
234) r骨入・閤会談(第 i匝)J (1972年7月278，16時一19時)r情報公開による文書{写)の一般公開吾
録』整理番号 01-298-1 外交史料館意。
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中国は領土の割譲と慧償の苦しみを味わってきましたc 中国に対する浸略戦争は，極少数の入が

引き起こしたことです。ですから，一般の日本国民にそのような重い負担をさせてはならないと

患っています。どうぞ，田中首相と大平外相に，中国は，戦争賠墳を求めないし，共同声明の中

で戦争への賠償を放棄することを明記していいと言っているとお伝えて下さし、」お5)と対日戦争賠

償請求権の放棄を言明した。「訟は500{意ドルは払わなければと患っていたので，全く予想、もしな

い囲答に頭がクラクラしたJ236)と竹入は述'壊する。

278の夜，周稔理は中共中央政治局会議を吾集し，竹入との会談内容について報告すると共に，

「中日共同声境の要点(草案)Jと台湾問題に関する 3条項の内容について討議した。翌288，題

総理は政治局において検討した「中自共同声暁の要点(草案)Jを持参し，毛沢東主j吉の判断を

侮いだ237)。

288に関かれた第2lHJ周・竹入会談の席上で，毘総理は2781-寸の f東京新開』で報道されてい

る「戦争状態終結は吉中関係正常化の基本で島り，これが合意されれば巨中正常化の目的は実実

的には達成されることに主る。また，対自賠償や尖関諸島の領有権等日本国民の権利・義務に関

する事項をはじめ 外交及び領事関係の回復等は平和条約(基本条約になる可能性もある)に委

ねられる見通しだ。これにより首相が訪中しても，日本が中国を承認することにはならず，外交

関係の回毎も平和条約発効投になるが，日本備が f日台条約により中国との戦争状態は法的に終

結したJとの従来の見解を変え，中国との関に改めて戦争状態終結を確認することは，その後日

中間で行なわれる実費交渉を円滑に進める基礎になるものと見られるJ238)とし寸致庭・自民党首

脳筋の見解に対し Ir東京新開iの報道のように中国を承認しないのなら，田中首桔は何にしに
中国ヘ来るのでしょう J239)0 18台条約が締結された碍，中華人民共和国は畏に或立した。しか

し，こうした厳然たる事実を全く無視した吉本が，台湾に逃げ込んだ蒋介石政権との聞で中日開

の戦争状惑を接結させた。そのゆえ，これは非法曽あり，無交きであって，被棄されなければなら

ないJ240)と厳しく批判し， 1中巨国交匝復3原則」及び戦争終結の 2問題は「中日共同声明jに

明記しなければならまいと主張した241h竹入は， 1私と田中首相，大平外相の話しから見て，こ

の記事について捻2入の考えで誌ないJ242)と匝答した。同日夜，竹入試 f東京新開J の報道の件

について，大平外桔;こ電話した。大平外相誌自分の決心，そして，これからの運び方に何ら変化

はないし，今後も変わることはないとの決意を伝えた243)。

235) 前掲 f大河奔流一一戦後の中日開孫を振ち返ってj82頁。
236) r巨中構渡し 竹入義勝(秘話 55年体離のはざまで 8)J r朝吾薪開j1998年9月10目。
237) 前掲 f君恩来年譜 1949-1976J下巻 540頁。
238) r首相詩中の捺にまず戦争終結宣言 懇案，平和条約交渉で 致府・与党首描篤Jr東京新聞j1972年
7月27目。

239) r竹入・周会談(第2田)J (1972年7月28日， 19蒔 20時45分)r情報公開による文書{写)の一般公
関巨録』整理香号 01-298-1 外交史料館蔵。

240) 前掲 f思思来年譜 1949-1976j下巻 540頁。
241) 同上。

242) 前掲 r1t入・展会談(第2回)J (1972年7月28日， 19持 20時45分〉。
243) 竹入義勝 fこうしてできた日中復交の骨組みj前掲 fドキュメント E中復交j所訳 144夏。
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298に関かれた第 3[ill周・竹入会談で 男総理は竹入が携えてきた田中首相と大平外相の考え

に基づき， 2日需の会談の内容を稔括して中屋根1の包括的見解を読み上げた。「竹入と同席して

いた正木良明，大久保直彦の 2氏は詞総理の説明内容を一字一匂諌かにせず，克明にメモを寂り

ながら，中国指導者の度許を抜くような融通性に驚き，i震を流して喜んだJ244)と通訳として会談

に開寓した王効賢は田想、する。世に言われる「竹入メモjであり，その内容は以下の通りであ

る245h

1.中華人民共和国と日本国との関の戦争状室長は この声明が公表される昌に終了する。

2. 8本国政府は，中華人民共和田政帝が提出した中B国交回復の三原則を十分に理解し，中

華人民共和国政府が，中国を代表する唯一の合法政府であることを承認する。これに基づ

き詞国政府は，外交関係を樹立し，大使を交換するc

3. 双方は，中日再匡の国交の樹立が，再巨人民の長期にわたる願望にも合致し，世界各国人

民の利益にも合致することを声号号する。

4.双方は，主権と領土保全の桔互尊重，棺互不可侵，内政の相互不干渉，平等・互恵，平和

共存の五原則に基づいて，中日南国の関係を処理することに同意するc 中日両国間の紛争

は五原則に基づき，平和的な話合いを通じて解決し，武力や武力による威嚇に訴えない。

5.双方は，中日詞国のどちらの側もアジア太平洋地域で覇権を求めず，いずれの測も他のい

かなる国，為るいは，国家集団が，こうした覇権をうちたてようとすることに反対すると

いうことを声明する。

6.双方は，再国の外交関係が樹立された後，平和共存の五原則に基づいて，平和友好条約を

締結することに同意する。

7. 中日両国人民の友誼のため，中華人民共和国政府は，日本国に対する戦争諾債の藁求権を

放棄する。

8. 中華人民共和国政府と日本国政府は荷国間の経済と文化関係を一層発震させ，人的往来を

拡大するため，平和友好条約が締結される誌に必要と既存の取極に基づいて，通語，航海，

航空，気象，郵便，掻業，科学技術などの協定をそれぞれ諦結する。

黙約事項

1.台湾は，中華人民共和国の領土であって，台湾を解放することは，中国の内政問題である。

2.共同声明が，発表された後，日本政疫が，台湾から，その大使館，領事館を撤去し，また，

効果的な措量を講じて，蒋介石集団の大f吏館 領事館をE本から撤去させるc

3.戦後，台湾における E本の団体と信人の投資及び企業捻，台湾が解放される際に，適当な

配憲が払われるものである。

以上に掲げた竹入に対する周総理の発言及び「中日共同声明の要点、(草案)J法，中日匡交正

常化における中国政府の立場を余すところなく伝えるものであった。「中日共同声明の要点(草

244) 王効賢・中自友詩協会爵会長へのインタピュー記録。 2005年1月14日，中E友好協会にて。

245) 前揚「骨入・毘会談(第31m) J (1972年7月29日， 19持30分一21時30分〉。
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案)J拭，後の「中日共同声明jの文面と酷似し，中5共同声明の中国案とも言うべき重要な性

格を持っていた。毘・竹入会談において，中匡側は，①中E国交正営化のための田中訪中に際

し，中自両国は共同声明，または共同宣言を出したい，②日米安保条約の存在誌，国交正常化

の支障にならない。佐藤・ニクソン会談における「台湾条項jも同じく障害にはならない，③

釣魚島(尖関諸島)の領土問題も中自国交正常化の妨げにはならない， @B本の侵略に対する

賠{賞請求権は，将来の中日友好を考えて放棄するつもりである，⑤中E関の平和条約の締結問

題については， B本が台湾と IB華平和条約」を結んでいるという経韓もあり，新しい f平和友

好条約Jといったものにしたらどうか，という寛大な講和の条件を提示した。呂本懐が最も壁、念

していたヨ米安保条約が中日国交正常化の妨げにならないことを保証したのみならず，物的損害

だ汁でも500電ドルを超すと評されていた呈本の侵略戦争による損害に対し，将来の中日友好の

ため賠慣請求権を放棄することを約束したのである。中国測の日米安課体制への慧度転換は， 20 

年以上に亘り日本の国内致治を分断してきた 2つの相容れない目標の謂和となりue，また，日

本外交にとっては対米関需を維持したままで，中医へと外交的地平を拡大したことを意味した。

中国農uが示したその融通性が日本慌の心配を一掃し，ヨ本指導者の 9月の中国詰問に道を開いた。

かつて呂米安保障体制を 7アメリカ帝国主義jのアジアにおける牙域と見主し，長年に亘って

強烈に批判し続けてきた中国が，なぜかくも急速に路線転換したのであろうか。その背後には，

中ソ対立と中米和解という 2つの要因が大きく動いていた。

まず第 1の要因について 1969年 3月の[珍宝島事件」によって，中ソ関係はイデオロギー論

争かち国家間の深刻な対立までに発展し 中ソ間はまさに一触即発の戦争危機に諮った。ソ連は

その後，中ソ・中モ国境に大規模な軍隊を集結させる一方，同年 5月7日，ブレジネフ

(Brezhnev， L. 1.)ソ連共産党書記長は世界共産党会議において， 1アジア集団安課構想jを打ち

出し，インド亜大陸から東南アジア，東北アジアにかけて戦略上・外交上の南面から中国封じ込

めをE指した。中国の臣家安全がソ連からの重大な脅威に曝される中，中国はソ連主敵論の姿勢

を鮮明にし，聯米抗ソという新しい外交戦略が策定された。この時期から，中国は巨米安保イ本棋

が対ソ戦略上の資産としての利用価笹を認識しつつ，ソ連の脅威ζ対抗する点において日米安保

体制ほ中国の国家利益と一致していると判断した247)0 1つまり， (ソ連に対抗する)旗色を鮮明

にするということだJ248)という毘総理の[中百共同声明の要点、(草案)J の第 5項に対する解説

が端的に示すように，中国備は日米安保体制を，ソ連に対抗する中・米・司の 3角関係を形成す

る1つの結箆点として捉え，反ソブロック形成の戦略的意国が強〈芽生えていたことが看取でき

る。毛沢東が後に提唱した f一本線，一大片Jという反ソ，反覇権の戦略で明らかなように，中

匡は中日冨交正常化を中米和解のコロラリーとして{立置づけた半面，日本を反ソ，反覇権の重要

な勢力と克なしている。 1973年2月17B，毛沢東はキッシンジャーとの会談の席上で， 1アメワ

246) 緒方貞子著・添谷芳秀訳『戦後E中関係・米中関係』東京大学出版会 1992年8月 87頁。

247) 睦雄剣・当持の中国外交部アジア司長へのインタピュー記録。 2005年1月21日，北京にて。

248) 前掲「骨入・居会談(第3匡)J (1972年7月29日， 19時30分-21時30分〉。
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カ一日本一中国 パキスタンーイランートルコーそしてヨーロッパを繋ぐ 水平な線を引くべき

だJ249)とソ連の中国封じ込め戦略に対抗する「一本線j戦略を打ち出し，逆iこソ連封じ込めの国

際統一戦稼の形或を呼びかけた。翌74年1月58，毛沢東は更に大平外相との会見で， I一本義

の周辺のすべての国家を団結させ，ソ連の拡張に共同で対抗するJ250)という f一大片」の構想、を

披涯した。つまり，日本は「一本線，一大片jという戦略を実現させる上で不可欠の一環と位量

づけられている251)。

次に第2の要因について， 1971年7丹と河年10月のキッシンジャー訪中，また，翌72年2月の

ニクソン訪中の際，中米両国の言脳は日本問題について深い議論を交わしていた。日米安保体制

は日本の翼に羽が生え，軍国主義の復活を支えていると日米安保体能の強化を強く非難する周総

理に対し，キッシンジャーとニクソンは「瓶のふた」論を展開し，米軍の存在がまさに日本の軍

事力強化への抑止になると論破した。 1971年7月9日;こ開かれた第 I回毘恩来・キッシンジャー

会談の席上，キッシンジャーは「強い百本と強い中国を比較すると，強い中国は伝統として膨張

主義者で誌ないと信じますjと司本に対する根源的不信感を表明し 「在自米軍はパラドックス

を作ち出しています。なぜならば 我々と宮本との防禽関係が巨本に震略的な政策を追求させな

くしているJ252)と中国傑の関心を喚起したc 翌72年2月22日に関かれた第 1国周恩来・ニクソン

会談の席上，米軍のアジアからの撤退を強く求める周総理に対し ニクソン誌 fアメリカのアジ

アにおける存在が 自匡の利益だけでは左く 中屋の利益にもかなっている。……アメワカは日

本の水域を出て行くことはできますが そうすれば他のものがそこで魚を取り始めるでしょう。

…・・・もしアメリカが日本を裸のままにして出ていった時に 中国にとって 2つの不都合なことが

起こりかねない……c 日本人は，為のE大言生産的な経済，大きな自然の積動，致北した戦争の

記憶等から，アメリカの保障が外れたなら 岳分自身の防禽体制を築く方向に向うことが大いに

あり得ます。地方で，日本は中国に向かうか，ソ連に向かうかの選択設を持ちます。……もしア

メリカがアジアから，日本から出ていったなら，我々の抗議の声は，どんなに大声を出してでも

空っぽの大砲を撃つようなものでしょう。一万五千マイルの距離は遠すぎて声が届きませんから，

駆けつけてもなんの効果もないて。しょう J253)と日本がアメワカの制御がなければ暴れ馬になると

力説したG 翌238に関かれた第2居買思来・ニクソン会談の席上，ニクソンは「日本は，国民と

して，膨張主義の衝動と竪史を持っていますc もし彼らが経済的には百人だが軍事的に誌小人の

まま放り出されたら，軍国主義者の要求にやすやすと従うような結果になるのは避けられないj

と再び日本脅威論を展開し， I我々が彼らと密接な関係を課ち，彼らの信衛を引き受けてやって

249) ウィリアム・パー編・鈴木主税，浅開設子訳{キッシンジャー「最高機密」会話録i毎日新開社
1999年9月 127貰，王泰平主編 f中華人民共和国外交史(第3巻)1970-1978J世界知識出版社 1999 
年 9月 7頁参損。

250) 前掲『中華人民共和国外交史(第3巻)1970-1978j 7頁。

251) 王泰平・元中国外交部政策研究室次長，元中国駐札幌，福岡，大阪総領事， 8中友好会館中国代表常

任理事へのインタピュー記録。 2005年9月8日，日中友好会舘にて。

252) 毛呈和子・増田弘監訳 f周患来 キッシンジャー機密会談録J岩波書志 2004年2月 38頁。
253) 毛里和子・毛里興三郎訳『ニクソン訪中機密会談録j名吉屋大学出版会 2001年7月 48-49頁。
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いたら，彼らは按防衛ができません。……経済的膨張の次に軍事的膨張が来るという道を，日本

に辿らせないことができるJ254)と呂米安保体艇の役暫を総括した。中国劉はこれらの会談によっ

て，自米安保体制の性格を再認識し，日米安保体制を是認する方向に誇み切らせたに違いない。

竹入は8}j38夜に帰国した。翌4日，竹入は言桔官邸で田中首梧と大平外梧を訪ね，中国の

草案を手渡した。「大平さんは，私とは対黒的な，あの呂を一段と縮め，笑みを浮かべて，私の

メモをポケットに入れた。後刻，大平さんは私に『竹入さん，あとは首相の決断だげだよ。決断

したら私は外務大臣として万難を詳してやる。誓うよJlJ255)と言いながら 首桔執務室から飛び

出して外務省に引き上げた。

中国儒草案の内容に関する検討作業は直ちに始められ，外務省は一気に国交回復に向けて走り

出した。靖本恕註， iW竹入メモ』によって，中国劉の考え方が初めて明建的に伝えられ，日中国

交囲復を具体的に進めるプログラムを考える上で決定的役割を果した。この文書の最大のポイン

トは，中国髄が日未安保条約を認めるとしたこと，及び中匝が賠f糞を求めないと言明したことで

ある。はっきり言って予想外であり 大平さんにこれは本当に馬恩来が言ったことなのかと念を

持して開いたむこのメモを見た時に 安心惑を持ったと同時に これなら話合いができるという

心証を得た。私は若干の修正を加えた上 すぐに条約局の栗山尚一課長のもとへ素案を持ってい

fこJ256)という。

翌5日， 83中言桔は再び骨入と会談し，竹入は中国測との会談の一切を記した議事録を示した0

1時間半かけて議事録を読み終えた田中首相は， rよし，わかった。行こう J257)と訪中を決意し
たとしづ。真鍋賢二も，田中首相訪中が決定したのは8}j5日から10自までの障であったと証言

している258)。翌68朝， i屡承志代表団の訪日延期」というニュースが報道され，それは毘総理

と竹入との間の合図であった。 骨入が北京を離れる前，局総理は事を極秘に運ぶため， r田中さ
んが決意したら， )妻承志代表匝法廷期または中止と発表して下さい。その発表があれば，私ども

の方ではそれを田中訪中 01くの合図と受け取ちますJ259)と提案した。

こうした流れの中， 8月118，大平外相は再び孫平化・肖向前の再氏と会克した。会談の席上，

大平外椙は，中国備の言相訪中の招請に対し， iいずれ訪中したい」との田中言相の返答を告げ

ると同時に，田中首相が孫・湾両氏と懇談したいことを伝えた250jo翌12日，報告を受けた周総

理は，直ちに姫鶴飛外交部長に指示し， i思愚来中華人民共和国国務院総理は，中日国交正常化

開題の交渉と解決のため日本の由中角栄首相が中国を訪問するのを歓迎し，招請するJ261)とり声

254) 能掲[ニクソン訪中機害、会談録j102-103頁。

255) 前掲「信念と実行の人J大平正芳屈想、録刊行会 f大平正芳田想録 追想、編J51頁。
256) 模本悲・当時の中国課長，元駐中華人民共和冨大{吏への電話インタビュー記録。 2006年9月12日。

257) 産経新聞「戦後史開封j取材班 I戦後史開封llJ産経新聞ニュースサービス 1995年6月 93頁。
258) 真鍋賢二・元大平秘書官， 8中友好議員連壁副会長へのインタビュー記録。 2004年8丹38，参議詫

議員会舘716室にて。

259) 毎日新聞社政治部嶺『転換期の f安保JJ毎5新開社 1979年7~ 200頁。
260) I田中訪中正式決めるJr朝日新開j1972年8月11自夕刊。
261) r短鵬飛外長受権宣者 思悪来総理歓迎藍逝請田中角栄首相訪華J(1972年8月12日)孫平化・肖向ノ
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明を発表させた。 158，田中首桓は自ら，帝国ホテルで孫・肖の再氏と会見したc席上，田中首

桔は中国債が田中訪中を心から歓迎するとの意向を表明したCに対し 「思患来総理が私の訪中

を歓還しておられることを開き，大変感動しております。私個人としましては思恩来総理のお気

持ちにお答えするために，一日も速く中国語間を決定しなければならないと考え，訪中を決心し

た次第です。しかし，今，自民党の内部にはまだ厄介な問題と複雑な事惇が存在し，そのために，

具体的な訪中呂程を今 申し上げることができません。そのような状況を理解して戴ければ大変

有り難いと思います。私酒人の気持ちとしては，中国鶴のご都合が宜しければ， 9月下旬から10

月上旬までの爵のいずれかの持期に訪問させて頂きたいと考えておりますむそのためには，党内

の様々な意見を円満に処理することが一番大事だと考えていますJ262)と回答した。

大平外相は，田中言相と孫・肖両弐との会談が円満に終わり，田中首相自身が訪中の意向を示

唆したことをもって，自民党内の合意形成，米国との意見調整及び台湾への説得の 3つを除いて

田中話中の手筈はほぼ、整ったと判断し，田中首相の最経決断を求めたc 外相が首相に「中国側の

真意は抵ぼわかった。あとはやるだけだ。君もいままでやりた'"、ことはやってきたと思う，ここ

はお互いハラを括ってやろうじゃないかJと話しかけると，田中首相はRP産に「わかった。どう

せ入は一生一麦しか生きられないんだ。それじゃ行くかJと答え 「具体的な交渉はキミに任せ

るむ党内のことは 俺が妻任をもってやるJ263)とつけ加えたとしづ。

(受付 2006年11月288)

¥前・王効賢監{彦，E8桓主編『戦後中日関孫文献集 1971-1995J 中国社会科学出版社 1997年8月 96 

頁。

262) 前揚『大河奔流一一戦後の中自関採を振り返ってJ72妻。
263) 前揚『大平正芳居想録伝記編J327-328頁。


